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と
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陽
」

海
外
情
報
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を

と
お
し
て

中

川

成

美

国民国家の形成と 『太陽』

一

『太
陽
』
海
外
情
報
欄

の
成
立

雑
誌

『太
陽
』

は

「
日
清
戦
争
実
記
」

(全
三

冊
、
明
治
27
年
8
月
1
29
年
1
月
)
の
成
功

に
よ

っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
収
益
を
元
に
創
刊
さ
れ

た
。
そ

れ
は
こ
の
雑
誌

の
性
格
が
出
発
点
に
お
い
て
既
に

方
向
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
私
た
ち
に
想
像
さ

せ
る
。
『太
陽
』
発
刊

に
伴

っ
て
統
廃
合

さ
れ
た

(
1
)

(
2

)

雑
誌

に
出
さ
れ
た

「太
陽
発
刊

ノ
主
意
」

に
は
、

日
清
戦
争
の
優
勢

に
よ
っ
て
欧
米
列
強
に
そ
の
存

在
を
知
ら
れ
始
め
た
日
本
が
、
次

に
ど
う

そ
の
文

化
的
側
面
を
伝
達
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
が
語

ら
れ
て
い
る
。
「
我
ガ
帝
国

ノ
武
名
世
界

二
轟

ク
、

同
時

二
我
文
明
ノ
真
光
輝

キ
発
揚

ス
ル

ハ
豈
目
下

ノ
急
務

二
非
ザ

ル
ン
ヤ
」
。
博
文
館
は
そ

の
オ
ピ

ニ
オ
ン

・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

「帝
国
出
版
業

二
於

テ

一
地
歩

ヲ
占

メ
、
且
ッ
稍
々
欧
米

二
知
ラ
ル
〉

二
至
リ
シ
モ
、
未
ダ
十
分

二
帝
国

ノ
栄
誉
ヲ
発
揚

ス
ル
ノ
…雑
黜祕
ナ
キ
ヲ
慨

シ
、
特

二
深

ク
A
フ
日
ノ
盛

挙

二
感
ズ
ル
ア
リ
、
因
テ
従
前
刊
行

ノ
諸
雑
誌

ハ

本
年
十
二
月

ヲ
以
テ
悉
ク
廃
刊

シ
、
明
年

一
月
以

後

ハ
弊
館

ノ
全
力

ヲ

『太
陽
』
発
行

ノ

一
事

二

注
」
ぐ
と
、
こ
こ
に
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

日
清
戦
争
に
注
が
れ
た
欧
米
列
強

の
眼
が
帝
国

主
義

の
貪
欲
な
欲
望

に
導
か
れ
た
視
線
に
支
え
ら

れ
て
い
た
の
を
知
り
な
が
ら
、
欧
米
に

「帝
国

ノ

栄
誉

ヲ
発
揚
」
す
る
雑
誌
を
発
信
し
よ
う
と
い
う

発
想
は
、
自
ず
と

『太
陽
』
に
複
層
的
な
構
造
を

与
え
て
い

っ
た
。
日
清
戦
争

の
戦
時
報
告

(『日

清
戦
争
実
記
』
に
は
小
川

一
真
に
よ
っ
て
写
真
銅
版

の
技
術
が
導
入
さ
れ
、
茶

の
間
で
見
る
戦
争
の
先
駆

け
と
な

っ
た
)
に

=
暑

一
憂
す
る
国
民

の
ナ

シ
ョ

ナ
リ
ズ

ム
感
覚

は
、
こ
う
し
た
メ
デ

ィ
ア
の
操
作

に
よ

っ
て
増
幅

・
統
合
さ
れ
て
い

っ
た
が
、

一
方

に
こ
の
自
国
と
他
国

の
対
比
の
感
覚
が
世
界
を
同

時
代
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
欲
望
を
産
出
し
て

い
っ
た
の
で
あ

る
。
「国
民
性
」
と

「国
際
性
」

が
不
可
分
に

一
つ
の
雑
誌
と
い
う
空
間
内

に
要
求

さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
メ
デ

ィ
ア
規

模
を
大
き
く
凌
駕
す
る
読
者
数

へ
向
け
て
発
信
さ

(
3

)

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
総
合
雑
誌
と
い
う

名
称
は
未
だ
浮
上
し
て
い
な
い
も

の
の
、
顔

の
見
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え
な
い
広
範
な
読
者
に
向
け
ら
れ
た

『太

陽
』
は
、

あ
ら
ゆ

る
国
民

の
意
識

を
代
弁

し
、
同

時

に
啓

蒙

・
教
化
し
よ
う
と
い
う
戦
略
の
も
と
、

総
合
的

な
情
報
伝
達
と
個
別

の
生
活
意
識

の
規

範

化
を

試
み
た
の
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
散
漫
と
も
言
わ

れ
兼
ね
な
い
そ
の
編
集
方
針
が
見
事

に
成

功
す
る

の
は
、
そ
の
ど
こ
か
ら
も
読
め
る
雑
誌

の
造
り
に

加
え
て
、
多
種
な
情
報
が
そ
こ
に
渦
巻

い
て

「
世

界

の
中

の
日
本
国
民
」
と
し
て
の
立
場
を
立
体
的

に
感
知
出
来
る
魅
力

に
あ

っ
た
と
言
・兄
る
。

日
清
戦
争
の
勃
発
と
そ

の
戦
勝

は
、
ま
さ
し
く

近
代

の
構
造
を
決
定
付
け
た
国
民
国
家

(Z
鋤江
9

旨
巴

ω
け讐
Φ
ω)
の
成
員
と
し
て
自
己
を
規

定
し
、

同
時

に
他

の
国
民
国
家
と
の
競
合
を
認
識

す
る
契

機
と
な

っ
て
機
能
し
た
。
先
進
的
な
近
代

国
家
と

し
て
の

「
日
本
」
が
こ
こ
に
要
請
さ
れ
、

近
代
人

と
し
て
の
日
本
人
を
造
形
す
る
役
割
を
博

文
館
と

い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
は
積
極
的
に
推
進

し
た
。

そ
の
主
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
の

一
つ
は
、
正
確
な
情

報
の
伝
達
と
受
容
で
あ

る
。
博
文
館
社
主
大
橋
佐

平
家
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
人
材

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
執
筆
陣

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

多
彩
な
人
脈
を
持
ち
、
『太
陽
』

の
情
報

の
精
度

は
保
証
さ
れ
た
。

ま
た
海
外
情
報
に
関
し
て
は
、
明
治
二
六
年
三

月
か
ら

一
一
月
ま
で
佐
平
は
長
男
新
太
郎
と
共
に

欧
米
を
視
察
、
そ
の
折

ロ
ン
ド

ン
の
ロ
イ
タ
ー
社

を
訪
問

し
て
電
信

の
重
要
度

を
認
識
、
「同
社

の

通
信
を
直
接

に
日
本
に
取
次
ぐ
こ
と
を
約
し
た
」

こ
と
が

「博
文
館
五
十
年
史
」
(博
文
館
、
昭
和
12

年
)
に
見
ら
れ
る
。
翌
二
七
年
五
月
に
佐
平
は
内

外
通
信
社
を
興
し
、
電
信
で
得
た
情
報
を
謄
写
版

刷
り
に
し
た

『内
外
通
信
』
を
創
刊
、
各
新
聞
社

や

一
般
購
読
者
に
配
給
し
た
。
「
通
信
社
史
」
(通

信
社
史
刊
行
会
、
昭
和
33
年
)
に
よ
る
と
、
「大
橋

社
長
自
ら
陣
頭

に
立
ち
、
さ
き

に
帝
国
通
信
社
の

主
幹

で
あ

っ
た
竹
村
良
貞
を
相
談
役
と
し
て
編
集
、

営
業

の

一
切
を
指
揮
し
」
た
と
あ
り
、
当
時
海
外

電
報
は
横
浜
で
発
行
さ
れ
て
い
た

『
ジ
ャ
パ
ソ

・

デ
イ
リ
ー

・
メ
ー
ル
』
紙

の
ロ
イ
タ
ー
特
電
の
み

で
あ

っ
た
の
を
、
佐
平
は
正
式

に
ロ
イ
タ
ー
社
と

契
約
し
て
直
接
に
情
報
を
獲
得
し
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
日
清
戦
争

の
戦
況

ニ
ュ
ー
ス
を
始

め
と
し
て
、
海
外
情
報

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
た
時

期
だ
け
に
、
こ
の
佐
平

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
感
覚
は
的
を
射
た
も

の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
出
費
は
厖
大
で
収
支
的
に
は
引
き
合
わ
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
坪
谷
善
四
郎
が
社
長

に
な
り
改
善

策
が
講
じ
ら
れ
た
が
、
結
局
明
治
三
〇
年

に
博
報

堂
社
主
瀬
木
博
尚
に
無
償

で
譲
り
渡
さ
れ
た
。

こ
の
博
文
館

の
海
外
電
信

へ
の
注
目
は
、

『太

陽
』
に
も
反
映
し
て
い
る
。
情
報
は
い
わ
ば

「生

ま
物
」

で
あ
り
、
迅
速
さ
と
精
度
が
求
め
ら
れ
る
。

情
報

の

一
次
性
に

『太
陽
』
は
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。

電
信
情
報

は
勿
論
、
海
外
雑
誌
を
定
期
購
読
し
、

そ
れ
を
翻
訳
で
き
る
海
外
留
学
経
験
者
を
執
筆
陣
、

社
員

に
加
え
、
ま
た
各
地
に
留
学
中

の

エ
リ
ー
ト

か
ら
新
鮮
な
情
報
を
摂
取
し
た
。
大
橋
家

の
人
々
、

ま
た
坪
谷
ら

の
社
員
も
海
外
視
察

に
赴

い
て
そ
の

体
験
を
雑
誌
に
生
か
し
て
い
っ
た
。
先
に
挙
げ

た

「太
陽
発
刊

ノ
主
意
」

に
付
さ
れ
た

「太
陽
目
次
」

に
は

「海
外
思
想
」
と

「海
外
彙
報
」

の
項
目
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
よ
う
に
説

明
が

つ
い
て
い
る
。

海
外
思
想

欧
米
諸
国

ノ
新
聞
雑
誌
若
ク

ハ
新

刊
書
中
新
規

ノ
卓
見

ニ
シ
テ
世
界
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人
衆
ノ
刮
目
傾
聴

ス
ベ
キ

モ
ノ

ハ

社
会
上
、
政
治
上
、
学
術

上

二
論

ナ
ク
皆
明
晰

二
訳
述

シ
テ
、
以
テ

世
界
風
潮

ノ
趨
向

ヲ
知
ラ

シ
ム

海
外
彙
報

洋

ノ
東
西

ヲ
問

ハ
ズ
凡

ソ
海
外

二

生
起

セ
ル
政
治
上
、
経
済
上
、
社

会
上
ノ
重
大
事
件

ハ
総
テ
明
瞭

二

之

ヲ
報
道

シ
一
見

シ
テ
時
事

ノ
大

勢

ヲ
知

リ
兼
テ
他
日
捜
索

ノ
便
宜

二
供

ス
ベ
シ

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
れ
ぽ
、
「海
外
思
想
」

欄
は
欧
米
を
中
心
と
す
る
思
想
的
動
向

の
伝
達
を

目
的
と
し
、
「海
外
彙
報
」
欄

は
よ
り
ヴ

ィ
ヴ

ィ

ッ
ド
な
事
件
報
道

(戦
争
報
道
は
そ
の
核

と
な
る

だ
ろ
う
)
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
す
た
め

に
設
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
こ
れ
が
索
引

機
能
を
持

っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
「他

日
捜
索

ノ

(4

)

便
宜
」
の
た
め
と
は
、
こ
の
雑
誌
が
部
門
別

に
切

り
離
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
指
示

し
て
い

る
。
各
部
門
を
切
り
取

っ
て
保
存
す
る
読
者
が

い

た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

し
か
し
、

一
方
に
こ
れ
ら
は
相
互
に
連
関
し
あ

っ
て
く
る
の
は
勿
論
で
、
各
部
門

へ
の
情
報

の
配

属
が
き

っ
か
り
と
し
た
方
針
を
も

っ
て
い
た
と
は

言

い
難
い
し
、
ま
た
写
真
、
銅
版
挿
絵
な
ど
の
ヴ

ィ
ジ

ュ
ア
ル
な
情
報
と
セ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
て
い

る
面
も
考
慮

に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
『太

陽
』
海
外
情
報
欄
が
、
そ
の
後
幾
多

の
編
集
変
遷

を
重
ね
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

も
う

一
つ
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

「英
文
」
欄

で
あ

る
。
表
紙
絵

の
太
陽
を
浴
び
る

地
球

の
銅
版
画
を
横
切

っ
て
打
た
れ
た
日
本
語
誌

名

「太
陽
」

の
上
部
に
は

「↓
出
国

ω
d
Z
」
と
英

文
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
、
裏
表
紙
は
英
文
表
紙
と

な

っ
て

い

る
。
飾

り

文

字

の
誌

名

「
↓
=
国

ω
C
2
」

の
下

に

「〉

ζ
○
乞
↓
自
ピ
団

菊
国
く
日
芝

○
句
勺
O
=
↓
一〇
ρ

国
○
0
2
0
]≦
HO
ρ

ω
Ω
国
Z
O
員

い
H↓
国
菊
諺
↓
d
閑
炉

>
2
U

>
国
↓
」
と
あ
り
、
出

版
年
月

日
が
囲

み

で
付

さ
れ
、
目
次

「O
O
客

↓
国
Z
↓
ω
」

が

「O
Q
Z
↓
菊
凵
W
d
-↓
国
U

》
幻
↓
り

0
い
国
ρ

じU
HO
Ω
菊
》
勺
=
磯

>
Z
U

口
Hω
↓
○
幻
メ

O
国
○
○
幻
諺
℃
=
団
鴇
℃
○
い
H↓
HO
ρ

い
〉
♂<
℃
い
H↓
-

国
勾
〉
↓
d
幻
炉

国
○
↓
HO
乞
導

国
Z
国

》
菊
↓
ρ

国
○
O
Z
Ω
≦
HO
ρ
髯
Hω
O
国
い
い
>
Z
国
O
d
ρ
口
ω
↓

○
男

Hい
い
d
ω
↓
菊
〉
↓
HO
Z
ρ

竃
Hω
0
国
い
い
>
Z
中

O
d
ω
Z
O
↓
国
ω
HZ

国
Z
Ω
口
ω
団
」
に
従

っ
て
掲

載
記
事

タ
イ
ト
ル
の
英
文
訳
が
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
を
開
け
る
と

「
英
文
」
欄
が
開
始
さ
れ
る
と

い
う
体
裁

は
、
現
在

の
学
術
誌
や
大
学
紀
要
で
と

ら
れ
る
形
式

で
あ
る
が
、
そ
の
発
端
は

『太
陽
』

に
よ

っ
て
作

ら
れ

た
と

い
え
よ
う
。
こ
の

「英

文
」
欄
は
神
田
乃
武
、
添
田
寿

一
ら

に
よ

っ
て
書

か
れ
た
日
本
事
情
、
国
際
問
題
の
論
評
な
ど
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
い
わ
ば
日
本

か
ら

の
情
報
発
信

の
窓

口
と
も
な

っ
た
。
大
橋
佐
平
の
方
針
は
こ
こ

に
も
鳴
り
響

い
て
い
る
。
も

っ
と
も
大
部
分

の
日

本
人
読
者
に
は
読

め
な
い
こ
と
も
あ

っ
て

一
巻

一

二
号

(明
治
28
年
12
月
)
で
終

わ
る
が
、
六
巻

一

号

(明
治
33
年
1
月
)
か
ら
再
開
さ
れ
、
八
巻
九

号

(明
治
35
年

7
月
)
か
ら

は

「日
=
国

ω
d
Z

↓
閑
>
U
南

一
〇
d
閑
Z
>
い
」
に
変

換
、
誌

面

の
充

実
が
は
か
ら
れ
た
。
こ
れ
は
海
外
と
の
商
取
引

の

拡
大
に
伴

っ
て
そ

の
需
要
度
が
増
し
た
た
め
で
あ

る
。
当
初
か
ら

『太
陽
』
は
そ
う
し
た
海
外
の
反

応
を
意
識
し
て
、
広
告
料
を
表
紙
裏
英
文
目
次

の

(
5
)

下
に
掲
げ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
正
確
な
海
外
情
報
を
な
る
べ
く
迅

速
に
受
容
し
て
、
ま
た
日
本
か
ら
も
正
し
い
知
識

を
発
信
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
他

の
雑
誌
に
は

欠
け

て
い
た
側

面
で
あ

る
。
対
抗
誌

『
国
民
之

友
』
は
三
百
号

(明
治
29
年
6
月
)
か
ら

「海

外

思

潮
」
欄

を
独

立

さ

せ
、
英

文

版

の

「閏
》
菊

国
〉
ω
↓
」
を
発
刊
す
る
が
、
こ
れ
も

『太
陽
』

の

斬
新
な
ア
イ
デ

ア
に
触
発
さ
れ
て
の
改
革

で
あ
る
。

が
、
情

報
摂
取

の
シ
ス
テ
ム
は
質
量
的

に

『太

陽
』

に
は
遠

く
及
ぼ
な

か

っ
た
。
そ
の
意
味

で

『太
陽
』

は
国
民
的
な
ビ

ッ
グ

・
マ
ガ
ジ

ソ
で
あ

り
、
総
合
雑
誌

の
原
型
で
あ

っ
た
の
だ
。

二

海
外
情
報
欄
編
集
と
そ
の
変
遷

日
清
か
ら
日
露
前
夜
ま
で

海
外

情
報
欄

は
当

初
、
「海
外

思
想
」
欄

と

「海
外
彙
報
」
欄

の
二
本
立

て
だ

っ
た
が
、

一
巻

二
号
で

「海
外
思
想
」
欄
は
消
え
、
「海
外
彙
報
」

欄

の
み
と
な
る
。
「海
外
思
想
」
欄

一
巻

一
号
に

は

「
日
本
と
欧
州
」
(日
清
戦
争
に
対
す
る
ド
イ
ツ

国
内

の
評
価
、
反
響
、
関
心

『国
9
0』
)、
「
魯
国
皇

太
子
」
(
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世

の
即
位

『国
9
。
』)
、
「
日

本

に
於

け

る
初

夏

」

(英
国

人

ア

レ
フ

レ

ッ
ド

・
パ

ー

ソ

ソ

ズ

に

よ

る

京

都
、
滋

賀

の

小

旅

行

記

『
=
餌
壱

Φ
㌦
ω
器

毛

ヨ
8

琶

く
∋
鋤
αq
毬

ぎ
①
』
)
、

「
婦

人

の
生

活

」

(男
女

同
権

論
、

女
性

教

育

へ
の
提
言

)
、

「
支

那

の

将

来

」

(日

清

戦

後

の
中

国

に

つ

い

て

『菊
①
≦
Φ
≦

。
団
幻
Φ
≦
Φ
置

)
、

「
日
本

の
勝

利

」

(日
清

戦

争

に

お
け

る
平
壌

占

領

か
ら

黄
海

海

戦

の
推
移

)

が

掲

載

さ

れ

る
が

、

括

弧

内

に
示

し

た
ド

イ

ツ
、

ア

メ
リ

カ

の
雑

誌

の
中

か
ら

、

日
本

を

好

意

的

に

言

及

し

た

記

事

を
採

り

あ

げ

て
訳

載

し

た

こ

と
が

了

解

さ

れ

る
。

こ

れ

に

対

し

同

号

の

「
海

外

彙

報

」

欄

は

「
北

米

合

衆

国

」
、

「
英

吉

利

及

露

西

亜

」

(
ス

タ

ン
ダ

ー
ド

)
、

「
英

吉

利

」

(諸

新

聞
)
、

「
露

西

亜

」

(倫

敦

発

の
報
)
、

「
仏

蘭

西

」

(昨
年

十

一
月
十

三

日
巴

里

発
、

ブ
イ

ガ

ル
新

聞
)
、

「
独

逸

」

(十

一
月

二
十

七

日
倫

敦
発

)
、

「
葡

萄

牙

」

(十

一
月

一
日
独

逸

キ

ヨ
ル

ン
新

聞
)
、

「
支

那

」

(十

二

月

六

日
上

海

申

報
)
、

「
朝

鮮

」

か

ら

構

成

さ

れ

、

こ

ち

ら

は
電

信

記

事

と

新

聞

記

事

訳

で
書

か

れ

た

こ
と

が

わ

か

る
。

恐

ら

く

「
海

外

思

想

」

欄

は

、

海

外

の
雑

誌

に
掲

載

さ

れ

た

日
本

関

係

記

事

と

特

に
興

味

を

引

き

そ

う

な

ト

ピ

ッ
ク

(王

室

記
事

な

ど
)

を
中
心
に
、
ま
た

「海
外
彙
報
」
欄
は
新
聞
、
電

信
か
ら
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
政
治
、
経
済
、
工
業
、

文
化
、
芸
術
、
戦
争
な
ど

の
海
外
情
報

を

ア
ッ

ト

・
ラ
ソ
ダ
ム
に
載
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
巻
二
号

で

「海
外
思
想
」
欄
が
な
く
な
り
、

「海
外
彙
報
」
欄

の
み
と
な
る
が
、
創
刊
号
以
来

標
題
下

に
書

か
れ
た

コ
ン
セ
プ
ト

「帝
国
以
外
大

小

の
邦
国

に
於
け
る
万
般

の
現
象
と
趨
勢
と
を
観

察
し
、
或
は
要
項
を
叙
記
し
、
或
は
事
態
を
論
評

し
、
座
し
て
宇
内
万
国
の
治
乱
興
亡
汚
隆
盛
衰
す

る
所

の
真
相
を
知
悉
し
て
遺
憾
な
か
ら
し
む
」
と

い
う
考
え
は
、
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
海
外
雑
誌

の
日
本
関
係
記
事
が
少
な
く
、
ま
た
海
外
ト
ピ

ッ

ク
は
こ
の
欄
と
も
重
な
る
の
で
、
「海
外
彙
報
」

欄

一
本

に
絞

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
欄
も

一
巻

一
二
号

(明
治
28
年

12
月
)
で
終
わ
り
、
二
巻

一
号

(明
治
29
年
1
月
)

か
ら
は

「雑
報
」
欄
に

「海
外
雑
俎
」
と
し
て
縮

小
さ
れ
る
が
、
二
巻
四
号

(明
治
29
年
2
月
)
か

ら

「海
外
事
情
」
欄
と
し
て
復
活
、
在
外
経
験
の

あ
る
、
ま
た
在
外
中

の
日
本
人
に
よ
る
海
外
紹
介
、

国
際
論
評
記
事
な
ど
と
、
海
外
新
聞

・
雑
誌
の
抄
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録
の
二
部
立
て
で
再
開
さ
れ
る
。
こ
の
抄
録
は

一

巻
で
と
ら
れ
た
国
別
で
は
な
く
、
「露
国

に
於
け

る
英
国

の
勢
力
」
と

い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス

・
ソ
ー
ス

の
新
聞

・
雑
誌

の
ト
ピ
ッ
ク
に
拠
る
小
見
出
し
分

け
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

一
巻
と
は
逆
に
文

字
ど
お
り

の
最
新

の
海
外
事
情
を
受
信
す

る
機
能

を
重
視

し
て
、
例
え
ぽ
松
本
君
平
に
よ
る

「
欧
米

に
於
け
る
新
聞
事
業
」
(二
巻
四
号
-
七
号
)
と
か
、

沢
木
吉
三
郎

「各
国
無
政
府
党

の
現
在
過
去
及
未

来
」

(二
巻
二
三
号
i
二
五
号
)
と
い
っ
た
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
三
巻

一
号

(明
治
30
年
1
月
)
か
ら

ま
た
編
集
方
法
が
変
わ
り
、
こ
う
し
た
海
外
情
報

が
各
欄

に
分
散

さ
れ
、
「
政
治
」
欄

に

「海
外
時

事
」、
「文
学
」
欄
に

「海
外
文
壇
」
、
「実

業
」
欄

に

「海
外
経
済
事
情
」
と
い
う
項
目
が
立

て
ら
れ

た
。
こ
の
他
、
「地
理
」
欄

に
石
黒
忠
恵

「台
湾

日
記
」

の
よ
う
な
現
地
紀
行
な
ど
も
入
る

の
で
海

外
事
情
は
各
欄

の
分
類
内
に
吸
収
さ
れ
た
と
い
え

る
。
が
再
び
三
巻

一
一
号
で

「海
外
」
欄
が
独
立

し
、
か

つ
て
の

「海
外
彙
報
」
欄
と
同
じ
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
る
。
恐
ら
く
は
情
報

の
各
欄

へ

の
入
れ
込
み
が
繁
雑
に
な

っ
て
か
え

っ
て
見
に
く

く
な

っ
た
の
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
「海
外
彙
報
」

欄

の
情
報
が
多
岐
に
亙
る
の
で
、
そ
れ
を
分
類
し

よ
う
と
し
た
欲
望
は
こ
こ
で
頓
挫

し
た
。

四
巻

(明
治
31
年
)
で

「海
外
」
欄
は
も
と

の

「海
外
彙
報
」
欄

に
名
称

を
戻
す
が
、
五
巻

(明

治
32
年
)
で

「海
外
事
情
」
と
ま
た
名
称
変
更
し

て

「
思
潮
」、
「東
洋
」、
「西
洋
」
、
「彙
報
」

の
四

項
目
を
立
て
る
が
、

一
六
号
λ
明
治
32
年
8
月
)

か
ら

「
思
潮
」
欄
が
落
ち
、
六
巻

一
号

(明
治
33

年
)
で
は

「
思
潮
」
と

「時
事
」

の
二
項
目

へ
、

ま
た
五
号
か
ら
は
そ
れ
も
な
く
な
り
、
ま
た
か
つ

て
の

「海
外
彙
報
」
欄
と
同
じ
く
ト
ピ

ッ
ク
別
の

小
見
出
し
の
み
と
な
る
。
七
巻

(明
治
33
年
)
で

は

「特
別
通
信
」、
「世
界
紀
聞
」、
「各
国
近
事
」

と
項
目
分
け
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も

一
四
号
か
ら
な

く
な
り
、
八
巻

一
号
か
ら
ま
た

「海
外
通
信
」
欄
、

「世
界
紀
聞
」
欄
、
「
内
外
彙
報
」
欄
に
分
散
さ
れ

て
し
ま
う
。
八
巻
七
号

(明
治
35
年
6
月
)
か
ら

「海
外
事
情
」
欄

に
戻

り
、
九
巻

(明
治
36
年
)

囓

(
6

)

以
降

の
誌
面
改
革
に
よ

っ
て

「評
論
之
評
論
」
欄

の

「外
国
」
と
し
て
統
括
さ
れ
る
。

こ
の
編
集

の
推
移
を
概
観
す
る
と
、
海
外
情
報

を
ど
う
分
類
し
て
日
本
に
脈
絡
づ
け
る
か
と
い
う

問
題
が
そ
こ
に
あ

っ
た
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。

ニ

ュ
ー
ス

・
ソ
ー
ス
と
し
て
の
海
外
新
聞
、
雑
誌
、

ま
た
電
信
情
報

の
軽
重
を

つ
け
よ
う
と
し
な
が
ら
、

そ

の
連
関

の
遠
近
が
そ
の
折
々
の
状
況
に
よ
っ
て

変
化
す
る
こ
と
に
方
策
を
持
た
な
か

っ
た
の
は
、

決
し
て
編
集
能
力
が
低
か

っ
た
か
ら

で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
情
報
の
選
択

に
際
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
勘
が
常

に
働
い
て
、
な
る
べ
く

多
量
の
情
報
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
起

こ

っ
た
錯
綜
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
提
出
さ
れ
た
世
界

の
厖
大
な
動
向
情
報

は
、
「
近
代
」
と
い
う
巨
大

に
進
展
す
る
世
界
構
造
に
読
者
を
同
時
代
的
な
感

覚
を
も

っ
て
参
画
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
日

清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の
十
年
間
は
国
民
国

家

の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
何

の
違
和
感
も
感
じ
な

く
な

っ
た
日
本
人
が
、
他

の
国
民
国
家
と
し
て
外

国
を
冷
静

に
観
察
す
る
時
期
で
も
あ

っ
た
。
幾
多

の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、

つ
い
に
日

本
人
は
同
時
代
的

「世
界
観
」
を
獲
得
し
た
と
い

え
よ
う
。
そ
こ
に

『太
陽
』

の

一
〇
年
間
を
重
ね
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合
わ
せ
れ
ぽ
、

一
層
そ

の
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
に

違

い
な
い
。
『太
陽
』
は
日
清
戦
争

の
落

と
し
子

と
し
て
誕
生
し
、
国
家
戦
争
勝
利
の
興
奮

を
子
守

歌
と
し
た
。
そ
れ
は
自
ず
と
単
純
に
は
存

立
し
な

い
世
界
構
造

の
複
層
性

へ
そ
の
眼
を
投
じ
さ
せ
て

い
っ
た
。
西
欧
近
代

の
欲
望

に
よ

っ
て
分
断
さ
れ

る
世
界
、
特

に
ア
ジ

ア
へ
の
西
欧
列
強
帝

国
主
義

の
侵
入
は
、
日
本

の
方
向
を
決
定
づ
け
て
い
く
。

過
度

の
産
業
化

へ
の
転
換
、
皇
室
制
度

の
補
強
、

貪
欲
な
ま
で
の
欧
米
思
想

の
受
容
と
把
握
、
近
代

軍
事

の
増
強
と
い

っ
た
日
本
の
動
向
が
余
す
と
こ

ろ
な
く

『太
陽
』
に
は
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
海
外
情
報
欄
は
、

一
見
相
互

に
関
連

し
合
わ

な
い
ト
ピ

ッ
ク
が
リ

ニ
ア
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
よ

う
に
見
え
な
が
ら
、
実

は
す
べ
て
が
日
本

の

「近

代
」

の
情
景
に
絡
み
合
う
話
題

の
み
が
ピ

ッ
ク

・

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
情
報
を
選
択
す

る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
の
潜
在
的
な
意
識
に
私
た
ち

は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
れ

ら
は
結
果
と
し
て
日
露
戦
争
を
準
備
し
て

い
っ
た

の
で
あ
る
。

三

現
象
と
し
て
の
海
外
情
報
欄

『太
陽
』
の
海
外
情
報
欄

の
情
報
記
事
に
対
し
て

ど

の
時
期
の
編
集
者
も
分
類

の
欲
望
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ

の
雑
多
な
情
報
が
集
積
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
生
起
す
る
無
秩
序
の
た
め
で
あ

っ
た
。
前
記

の

「太
陽
発
刊

ノ
主
意
」
に
欧
米
諸

国
の
著
名
雑
誌
、
「
『当
代
評
論
』
『イ
ヂ

ン
バ

ラ

評
論
』
『
ハ
ー
パ
ー
ス
月
報
』
『北
米
評
論
』
『観

察
』
『
フ
ィ
ガ
ロ
ー
』
『反
響
』
唱『小
天
地
』
『評
論

之
評
論
』
」
が

「新
聞
及
ビ
書
籍

ヲ
凌
駕
」
す
る

雑
誌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
橋
佐
平
が

海
外
視
察

の
折
り
に
見

い
だ
し
た
そ
れ
ら
を

『太

陽
』
に
溶
か
し
込
も
う
と
し
た
の
は
確
か
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
か

一
雑
誌
を
手
本

に

『太
陽
』
を
創

っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
ど
れ

を
も

「
総
合
」
す
る
雑
誌
を
目
指
し
た
所
に
大
橋

佐
平

の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ

た
雑
誌
は
政
治
評
論
、
家
庭
雑
誌
、
文
芸
評
論
な

ど
か
な
り
専
門
性
を
も

っ
た
、
す
な
わ
ち
読
者
を

想
定
し

て
誌
面
作
り
を
行

っ
た
雑
誌

で
あ
り
、

『太
陽
』
の
百
科
全
書
的
な
目
論

み
は
な

い
。
ま

た
誌
型
、
造
本
、
挿
絵

・
写
真
な
ど

の
配
置
に
つ

い
て
も

『太
陽
』
は
、
こ
れ
ら

の
諸
雑
誌
の
ど
れ

か
を
真
似

た
り
、
ま
た
各
誌
か
ら
少
し
ず

つ
模
倣

し
て
総
合

し
た
形
跡
は
な
い
。
逆

に
い
え
ば
、
こ

れ
程
無
性
格
な
雑
誌
を
発
行
し
よ
う
と
い
う
発
想

自
体
が
日
本
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
欧
米

の

オ
ピ

ニ
オ
ソ

・
リ
ー
ダ
ー
的
雑
誌
と
合
わ
せ
て
、

新
聞

の
即
時
的
な
第

一
次
情
報
を
同

一
誌
面

に
並

置

し
よ
う
と
し
た
た
め
、
『太
陽
』
海
外
情
報
欄

の
雑
駁
な
印
象
は
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
当

初
は
評
論
と
時
事
に
欄
を
分
け
て
そ
の
問
題
を
解

消
し
よ
う
と
し
た
が
、
僅
か
二
号
で
そ
れ
を
や
め

一
元
化
し
た
の
は
、
や
は
り
そ
う
し
た
雑
駁
性
が

相
互
に

「交
通
」
し
合
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

編
集
者
も
寄
稿
者
も
無
意
識

の
内
に
感
知
し
た
の

で
は
な
い
か
と
私
は
感
じ
る
。

日
清
戦
時

か
ら
戦
後

に
か
け
て
高
揚
す
る
国
民

国
家
意
識
は
、
明
治
二
八
年
四
月

の
英
、
独
、
露

の
三
国
干
渉
に
よ

っ
て
最
高
に
達
す
る
。
こ
の
経

過

の
中

で
、
そ

の
欧
米
列
強
三
国
に
対
す
る
屈
折

し
た
興
味
が
海
外
情
報
欄
の
随
所

に
見
ら
れ
る
。

先
ず
量
的
に
こ
の
三
国
の
記
事
が
中
心
を
な
し
、
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あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら

の
解
析
が
志
向
さ
れ

て
い
る
。

「東
亜
に
於
け
る
英
露
」

(二
巻
四
号
)、

「露
国

の

ヴ

エ
子
ジ

ユ
エ
ラ
問
題

に
対
す
る
意
向
」

(同
)、

「露
国

に
於
け
る
英
国

の
勢
力
」

(二
巻
五
号
)、

「独
乙
人

口
増
殖

の
割
合
」

(同
)
、
「大
英
国

の
大

な
る
理
由
」
(二
巻
六
号
)
、
「独
逸
帝
国

創
立

二

十
五
年
祭
」

(同
)
と

い
っ
た
記
事
を
追

っ
て
み

る
と
、
そ
こ
に
は
こ
の

「帝
国
」
た
ち
の
存
立
の

意
味
を
丸
ご
と
噛
み
砕
こ
う
と
す
る
意
欲
が
満
ち

て
い
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
そ
の
産
業
力
に

注
視

し
て
い
る
。
「米
国
商
業

の
盛
況
」

(二
巻
六

号
)、
「
亜
米
利
加
人

の
娯
楽
旅
行
」
(同
)、
「
二

大
運
河
会

社

の
合
併
」

(二
巻
七
号
)
な

ど
、
資

本
構
造

の
急
速
な
成
長
を
丁
寧

に
追

っ
て

い
る
。

三
巻
九
号

に
は
鉄
道
王
ヴ

ァ
ソ
ダ
ー
ビ

ル
ト
の
写

真
が
冒
頭

に
掲
げ
ら
れ
、
産
業
と
富
裕
が

パ
ラ
レ

ル
に
語
ら
れ
て
い
る
。

文
化
面

で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
二
巻
六
号

に

「
マ
シ
ユ
ー
、

ア
ル
ノ
ル
ド

の
書
簡
」
、

「
ト
ル
ス

ト
イ
伯

の
新
著
」、
「
パ
ウ
ル
、
ヴ

ェ
ル
レ

エ
ン
氏

逝
く
」
、
七
号
で
は

「万
有
文
庫

の
創
設
者

レ
ク

ラ
ム
氏
死
す
」
な
ど

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
、
三
巻

に
な
る
と

「
文
学
」
欄

に

「海
外
文
壇
」

の
項
目

が
出
来
る
た
め
、
よ
り
詳
し
い
新
刊
情
報
、
各
国

文
壇
事
情
、
文
学
評
論

の
抄
訳
な
ど
が
豊
富

に
提

供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
女
性
の
地
位
問
題
、

自
由
概
念
、
欧
米
の
植
民
地
問
題
、

ツ
ー
リ
ズ
ム

の
発
生
と
交
通
…機
関
の
革
新

に
至
る
ま
で
、

こ
の

情
報
欄
が
日
本
人
に
示
し
た
世
界
の
情
景
は
多
彩

で
あ

る
。
草
創
期

の
こ
う
し
た
雑
多
で
し
か
も
刺

激

に
満
ち
た
情
報

の
切
り
取
り
は
、
読
者
に
新
鮮

な
知
識
欲
を
促
し
、
複
雑
に
進
行
す
る

「近
代
」

を
実
感
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
四
巻
九
号

(明
治
31

年
4
月
)
の

「奠
都
三
十
年
」
と
銘
打

っ
た
臨
時

増
刊
は
そ
の
中
括
り
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、

ク

ロ
ニ
ク
ル
に
情
報

の
網
目
を
整
理

・
統
括
し
た
。

し
か
し
既
に
こ
の
時
期
に

「
日
露
戦
争
論
」
(四

巻
八
号
)
が

こ
の

「海
外
彙
報
」
欄
に
登
場

し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
国
際
政
治

の

複
層
性
は
、
常
に
そ
う
し
た
パ
ワ
ー

・
バ
ラ
ン
ス

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
だ
。

五
巻

(明
治
32
年
)
か
ら
、
「海

外
事

情
」
欄

に
な

っ
た
情
報

欄

は

「
思
潮
」、
「東

洋
」、
「西

洋
」、
「彙
報
」

に
分
け
ら
れ

た
が
、

こ
こ
で
の

「東
洋
」

は
主

に
中
国
と
朝
鮮
半
島
情
報

に
集
約

し
て
、
「西
洋
」
で
採

り
上
げ
ら
れ
る
英
国
や

ロ

シ
ア
と
の
対
比
が

一
層
鮮
や
か
に
な
る
。

一
六
号

で
の

「東
洋
」

に

「東
洋
に
於

て
欧
米
人
の
経
営

す

る
諸
会
社

の
株
式

及
社

債
」
は

「
西
洋
」
の

「英
国
外
国
貿
易
の
趨
勢

一
斑
」
と
対
応
す
る
し
、

「彙
報
」

の

「
北
米

の
日
本

人
排
斥

運
動
」
(六

号
)
は

「
米
国
物
品

の
最
大
需
要
国
」
(
=

号
)

に
係
わ

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
対
比

の
構

図
か
ら
ほ
の
見
え
て
く
る
も

の
は
、
当
然
植
民
地

問
題
、
人
種
問
題
、
経
済
格
差
問
題
と
止
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
世
界
構
造

の
矛
盾

で
あ
る
。
六

巻

(明
治
33
年
)
か
ら
七
巻

(明
治
34
年
)
に
か

け
て
こ
の
欄
が
縮
小
し
て
ト
ピ

ッ
ク
も

「英
国
女

皇

一
少
女

の
書
翰

を
受
く
」

(六
巻

一
〇
号
)、

「米
国

の
殺
人
」

(七
巻
三
号
)、
「倫
敦

の
怪
談
」

(七
巻

一
〇
号
)
と

い
う
ふ
う
に
後
退
す
る
の
も
、

そ
の
矛
盾

の
止
揚
が
決
し
て
単

一
的
な
思
考
で
果

た
せ
な

い
こ
と
を
感
知
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
論

評
を
加
え
な
い
で

「生
」

の
情
報
を
伝
え
る
こ
の

欄
は
、
そ
れ
ま
で
見
え
な
か

っ
た
も

の
を
見
せ
て
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し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
情
報
量
も
ま
た
徐

々
に
低

下
し
た
が
、
九
巻
で
の
誌
面
改
革
が
再
び
海
外
情

報

の
新

た
な
切
り
取
り
作
業
を
要
請
し
た
。
そ
の

広
告
文
に

「本
年
九
月
の
改
良
以
後
の
本
誌
は
世

界

の
注
目
す
る
所
と
な
れ
り
此
際
記
者
は
更

に
奮

起
し
て
記
事
体
裁
を
改
良
し
精
進

し
て
愈

よ
文
明

(
7

)

の
明
星
た
ら
む
と
努
む
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
惹

句
ば

か
り
で
な
く
、
近
藤
賤
男
、
根
岸
由

太
郎
と

い
う
外
国
語
専
門
の
社
員
が
入
社
し
て
、

こ
の
海

外
情
報
欄

の
補
強
が
実
際

に
諮
ら
れ
た
の
だ

っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
日
露
戦
争
前

夜
の
国

際
的
緊
張
を
背
景
に
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

四

お
わ
り

に

創
刊
か
ら
九
巻

の
誌
面
改
革
前

ま
で

の

『太

陽
』
海
外
情
報
欄
を
ざ

っ
と
見
渡
し
た
が
、
こ
の

概
括
が
非
常
に
粗

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
充
分
認

識
し
な
が
ら
、
こ
の
欄
が
果
た
し
た
役
割

に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
た
い
。
日
清
戦
争

の
渦
中

に
出
発

し
た
こ
の
雑
誌
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
発
揚
と

い
う
使
命
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
。

ま
た
永
嶺
重
敏
が
言
及
す
る
と
お
り
、

「全
国
各

地
に
漸
く
形
成
さ
れ
て
き
た
近
代
的
な
知
識
人
中

産
層
と
そ
の
家
庭

に
、
最
大
公
約
数
的
な
時
々

(8
)

刻
々
の
社
会
的
文
化
的
知
識
を
継
続
的
に
提
供
」

し
、
そ
し
て

「国
民
文
化

へ
と
練
り
上
げ
て
い
く

(
9

)

知
的
熔
融
炉
」
と
な

っ
た
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。

し
か
し
、
日
清
、
日
露
の
戦
問
期
の
海
外
情
報
欄

を
通
読
す
る
作
業
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
は
、
そ

う
し
た
目
的
、
効
果
と
は
別

に
、
そ
こ
で
生
成
さ

れ
た
言
説
が
相
互
に
侵
犯
し
あ

い
、
違

っ
た

コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
作
り
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

編
集
者
が
切
り
取

っ
て
い
っ
た
情
報
は
、

コ
ラ

ー
ジ

ュ
と
な

っ
て
誌
面

に
出
現
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
者
に
投
げ

か
け
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
決
し

て
同
語
反
復
す
る
こ
と
な
く
、
他

の
欄
と
互
換
、

反
発
、
補
填
し
な
が
ら
、
次
の
情
報
を
産
出
し
て

い
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代

は
国
粋
保
存
と
西
欧
化

の
ジ

レ
ン
マ
の
克
服
時
期

と
概
括

さ
れ
る
が
、

『太
陽
』
海
外
情
報
欄

の
推
移

か
ら
で
も
察

せ
ら

れ
る
と
お
り
、
圧
倒
的
な
質
量
を
伴

っ
て
襲

い
か

か
る
情
報
は
、
も
は
や
分
類
す
る
こ
と
が
不
可
能

な
ほ
ど
、
日
本

の
国
家
機
構
に
食

い
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
直
ち
に
西
欧
近
代

の
主
導
性
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
世
界
構
造
の
パ
ワ
ー

・
バ
ラ
ソ
ス

に
日
本
も
ま
た
国
民
国
家
と
し
て
参
入
し
、
そ
の

一
端
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
例
証
し
て
い
た
。

そ
れ
は
ア
ジ
ア
の
植
民
地
化
に
直
面
し
た
日
本
が
、

い
ち
早
く
そ

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
察
知
し
て
、
「帝

国
化
」

へ
の
道
を
選
択
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

だ
ろ
う
。
当
初
、
日
本
の
情
報
を
発
信
し
よ
う
と

し
た

『太
陽
』
が
、
専
ら
情
報
収
集
に
向
か
う
の

も
、

こ
う
し
た
相
対
化

の
中

で
獲
得
し
た
現
実
的

な
戦
略
で
あ

っ
た
。
問
題
は
そ
う
し
た
意
図
の
反

作
用
と
し
て
出
現
す
る
情
報

の
多
層
化
で
あ
る
。

『太
陽
』
は
各
欄
が
独
立
し
て
収
集

・
整
理
出
来

る
索
引
機
能
が
あ

っ
た
が
、
海
外
情
報
欄
は
そ
う

し
た
索
引
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
相
互
が

「交
換
」
し
た
り

「抹
消
」
し
合

っ
た
り
、
ま
た

他
の
欄
に

「潜
入
」
し
た
り
す
る
、

い
わ
ば
実
験

場
の
働
き
を
も

っ
て
い
た
。
確
定
的
と
思
わ
れ
る

情
報
も
、
世
界

の
各
地

に
生
起
す
る
事
件
情
報

の

前
に
は
不
確
か
な
記
号

に
変
化
す
る
。
西
欧

の
強

国
を
追

っ
て
い
っ
た
海
外
情
報
欄
が
や
が
て
南
米
、

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
近
東

の
情
報
を
引
き
出

し
、
そ
れ
ら
は
ま
た
他
の
表
象
記
号
に
な

っ
て
、
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日
本
に
フ
ィ
ー
ド

・
バ

ッ
ク
さ
れ
る
。
こ
の
時
に

日
本
は
自
ら
の
イ

メ
ー
ジ
、
セ
ル
フ
・
イ

メ
ー
ジ

の
不
確
定
性
を
認
識
す
る
。
比
定
し
た
り
、
共
感

し
た
り
と
い
っ
た
作
業
だ
け
で
は
、
決
し

て
浮
上

し
な
い
世
界
構
造

の
力
学
を
い
や
で
も
感
じ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
海
外
情
報
か
ら
摂
取
し

た
日
本

イ
メ
ー
ジ
に
反
発
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
同
化
、

も
し
く
は
擬
態
す
る
必
要
を
知

っ
た
と
き
、
も
は

や
全
く
独
自

の
文
化
、
独
自

の
精
神
性
は
虚
妄
で

あ
る
こ
と
を
悟
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
。

博
文
館
は
メ
デ

ィ
ア
の
そ
う
し
た
側
面
を
活
用

し
、
利
用
し
た
が
、

一
方

に
情
報

の
制
御

に
対
し

て
充
分

の
配
慮
を
は
か
ら
な
か
っ
た
。
常

に
分
類

し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
な
し
崩
し
の
形
で
、
裸

の

情
報
を
提
示
し
て
い
っ
た

『太
陽
』
海
外
情
報
欄

の
ジ

レ
ン
マ
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
解
決
さ

れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
。
情
報
は
独
占
し
て

占
有
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
現
在
と
比
べ
て
圧
倒

的
に
少
量

の
情
報
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
い
う
幻
想
を
も
ち
が
ち
な
こ
の
時
期
だ
が
、
実

は
既
に
情
報
の
基
礎
的

シ
ス
テ
ム
は
完
成

し
て
い

た
と
見
た
方
が
無
難

で
あ
る
。
電
信
で
あ
れ
ぽ
西

欧

世

界

と

の

タ
イ

ム

・
ラ
グ

は

一
日

か

ら

三

日

、

(10

)

郵
送
で
も

一
ヵ
月
余
り
と
い
う

「落
差
」
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
違

い
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し

た
状
況
下

で

『太
陽
』
は
い
わ
ぽ
国
民
文
化
を
形

成

し
な
が
ら
、
そ

の
雑
駁
な
情
報
配
給

に
よ
っ
て

そ
れ

へ
の
懐
疑
を
呼
び
起

こ
す
誌
面
を
無
意
識
に

作
り
出
し
て
い
た
の
だ

っ
た
。

雑
誌

『太
陽
』
は
そ
う
し
た
意
味

で
、
国
民
国

家
と
し
て
の
日
本

の
言
説
を
形
成
し
て
い
っ
た
の

と
同
時
に
、
ま
た
そ
う
し
た
国
民
意
識

に
収
納
さ

れ
る
の
を
拒
む

一
群

の
読
者
を
生
み
出
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
推
論

に
立

っ
て
、
今

一
度

海
外
情
報
欄
を
各
欄
と
横
断
さ
せ
、
交
差
さ
せ
て

読
む
必
要
を
強
く
感
じ
る
。
そ
れ
は
今
回
の
対
象

と
し
た
日
清
、
日
露
戦
間
期
か
ら
、
日
露
戦
後

へ

進
む
行
程

で
、
よ
り
必
要
度
が
高
ま
る
予
感
が
し

て
い
る
。
そ
れ
は
も
う

一
方
に
強
大
な
帝
国
の
影

と
し
て
の
国
家
に
よ
る
メ
デ

ィ
ア
支
配
欲
望
が
噴

出
し
始
め
る
、
ま
さ
し
く
そ
の
瞬
間
と
も
重
な

っ

て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

注
(
1
)

『
太
陽

』

に
よ

っ
て
明

治

27
年

12
月

に
統

廃

合

さ
れ

た
雑

誌

は

『
日
本

大

家

論
集

』

(創

刊

明

治

20
年

6

月
)
、

『
日

本

之

法

律
』

(同

明

治

21
年

2
月

)
、

『
日
本

商

業

雑
誌

』

(同

明

治

23
年

10
月

)
、

『婦

女

雑

誌
』

(同

明

治

24

年

1

月

)
、

『
日
本

農
業

新
誌

』

(同
明

治

25
年

1
月
)
、

『
文
芸

共
進

会
』

(同
明

治

27
年

1
月
)

が
あ

り
、

こ

の
他

『
日
本

之
少
年

」

(同
明

治

22
年

1
月

)
、

『
尋
常

小
学

幼
年

雑
誌

』

(同

明
治

24
年

1
月

)
、

『
学
生

筆
戦

場
』

(同
明

治

27
年

1
月
)

は

『
少

年

世

界
』

(同
明

治

28
年

1
月
)

に
統

合

さ
れ
、

新

た

に

『文

芸
倶

楽
部

』
が

明
治

28
年

1
月

に

ス
タ

ー
ト
し

た
。

(
2
)

『
婦

女
雑

誌

』
終

刊

号

(第

4
巻

23
号

、

明
治

27
年

12
月

!
日
)

掲
載

の
も

の
を
閲
覧

。

(
3
)

創
刊
号

六

版
表
紙

に
二

八
万
五
千

部

と
あ

る
。

日
清
戦

争

以
後
、

定
期

刊
行

物

の
部
数

が

飛

躍

的

に
伸

び

る
が
、

そ

れ

で

も

『
国

民

之

友

』

最
高
時

の
二
万

五
千
部

前
後

、
新

聞

で
も

最

高

の

『
万
朝
報

』
が

一
回

八
万

一
千

部

(明

治

29
年

)

の
こ
と

を
考

慮

に
入

れ

る
と
、

『
太

陽

』

の
メ
デ

ィ
ア
で

の
占
有

率
が

如
何

に
膨

大

な
も

の
で
あ

っ
た

か
が

推

し
量

れ

る
。

(参
考

、

1s7



山
本

文
雄

編

「
日
本

マ
ス

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
史
」

東
海

大
学

出
版

会
、

昭
和

45
年

)

(4
)

創
刊

号

は

「
論

説
」
、

「史

伝
」
、
「
地

理
」
、

「
小

説
」
、

「
雑

録
」
、

「
文

苑
」
、

「
芸

苑
」
、

「
家

庭
」
、
「
政

治
」
、

「
法

律
」
、
「
文

学
」
、

「
科

学
」
、

「
美

術
」
、

「
商

業

」
、

「
農

業
」
、

「
工

業

」
、

「
社

会
」
、
「
海

外
思

想
」
、

「
与

論

一
斑
」
、

「
社
交

案

内
」
、
「
新

刊
案

内
」
、

「
海

外
彙

報
」
、

「
海

内
彙

報
」
、

「
英

文
」

の
各

欄

で
構
成

さ

れ

て
い
る
。

(
5
)

全

ペ
ー
ジ
広
告

が

一
回

=
ニ
ド

ル
、

一
年

で

一
八
七

ド

ル
ニ
○

セ

ン
ト
と

あ

り
、
ま

た

ア

メ
リ

カ

へ
の
雑
誌

送

付
郵

送
料

七
銭

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

一
四
銭

と
あ

る

(
二
巻

七

号
、

明
治

29
年

4

月
)
。

因

に

一
冊

は

一
五

銭
、
年

間

購

読

料

三
円

二
〇

銭

で
あ

る
。

(
6
)

八
巻

一
五
号

(明
治

35
年

12
月

)

に

「
太

陽
第

九

巻

大

改

良
」

と

し

て
、

『太

平

洋
』

の

月
刊

化

に
伴

っ
て
誌

面

の

「
改
良

」

を
行

う
広

告
が
掲

載

さ

れ

て
い
る
。

(
7
)

(6
)

の
引

用

に
同

じ

(
8
)

「
明
治

期

『
太
陽

』

の
受
容

構
造

」

『出

版

研
究

』

21
号
、

一
九

九

一
年

三

月

(
9
)

(8
)

に
同

じ

(
10
)

日
本

郵
船

の
定

期
欧

州
航
路

の
初

め
て

の

船
、
土
佐
丸
就
航
は
明
治
二
九
年
三
月
で
あ
る
。
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